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【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 半 導 体 の 開 発 が 遅 れ た の で 、 石 油 に 依 存 ば か り だ っ た が 、 環 境 問 題 へ の 関 心 が 高 い 燃 料
油 は 硫 黄 を 含 ん で い て 燃 焼 す る と 窒 素 酸 化 物 を 出 し 困 る の で 、 で う ず 電 流
を 、 半 導 体 を 使 っ て 電 気 に 変 え 、 モ ー タ ー を 使 っ て 原 動 機 に 変 え る 。
イ ・ 　 電 機 子 を 磁 界 内 に 設 け 、 銅 線 と 希 土 類 磁 石 で 作 っ た う ず 電 流 を 電 気 に 変 へ 、 ブ ラ シ
電 極 ＋ 側 に 半 導 体 を 設 け 、 半 導 体 発 電 機 を 作 り 、 発 電 機 の モ ー タ ー で 動 か す 完 全 無 公 害 車
。
ロ ・ 　 船 の エ ン ジ ン は 、 焼 玉 エ ン ジ ン と ジ ー ゼ ル エ ン ジ ン が 主 流 だ っ た が 燃 料 の 油 が 高 騰
に な り 、 陸 上 ば か り で な く 、 海 上 も 窒 素 酸 化 物 を 規 制 せ ね ば な ら な い の で 、 電 気 制 御 が 簡
単 に 出 来 る （ 前 進 、 後 進 ） 完 全 無 公 害 船 半 導 体 付 発 電 機 を 作 る こ と が 出 来 る 。
ハ ・ 　 回 転 磁 界 （ ６ ） の 中 に 電 機 子 （ １ ） を 置 き 、 界 磁 （ ６ ） で う ず 電 流 を 起 こ さ せ 、 う
ず 電 流 で 電 機 子 （ １ ） を 回 転 さ せ て 電 気 を 作 り 発 電 機 の モ ー タ ー で 電 車 の エ ン ジ ン と す る
半 導 体 付 発 電 機 。
二 ・ 　 電 機 子 の 回 転 が だ ん だ ん 早 く な っ て 、 回 転 磁 界 の 速 さ と 同 じ に な る と 、 う ず 電 流 は
磁 界 の 変 化 を 感 じ な く な り 、 う ず 電 流 は 生 ま れ ず 、 回 転 力 は な く な り 、 電 気 は 起 き な く な
る の で 電 極 ＋ 側 に 半 導 体 （ サ イ リ ス タ ） を 設 け る 。
ホ ・ 　 今 ま で 、 こ こ ま で は 分 か っ て い た が 、 こ の 先 ど う し た ら 解 決 で き る か と 言 う と 先 が
分 か ら な か っ た 。 そ れ が あ っ た の で す 。 今 か ら こ の 項 で 申 し 述 べ ま す 「 図 ３ 」 に 示 す 通 り
ｐ ｎ ｐ ｎ 接 合 構 造 の ３ 番 目 の ｐ 層 に ゲ ー ト 電 極 を 付 け 、 ス イ ッ チ 動 作 を 行 わ せ る 半 導 体 素
子 。 こ の 構 造 で は 、 陽 極 （ ｐ 層 ） と 陰 極 （ ｎ 層 ） 間 の 電 流 － 電 圧 特 性 に 負 性 抵 抗 が 現 れ る
。 そ こ で 、 ゲ ー ト 電 極 か ら 流 れ 込 む 電 流 の 大 き さ に 従 っ て 電 流 － 電 圧 特 性 の 動 作 点 を 移 動
す る こ と に よ り 、 オ フ （ 電 流 が 流 れ な い ） 状 態 か ら オ ン （ 電 流 が 流 れ る ） 状 態 へ の 切 り 替
え （ ス イ ッ チ ン グ ） を 行 え る 。 半 導 体 （ サ イ リ ス タ ） （ ４ ） を 付 け た 、 半 導 体 付 発 電 機 。
ヘ ・ 　 子 供 の 玩 具 の 、 半 導 体 に 微 量 の ３ 価 の 元 素 （ ホ ウ 素 等 ） を 加 え る と 電 子 が 少 な い ｐ
型 半 導 体 に 、 微 量 の ５ 価 の 元 素 （ ヒ 素 な ど ） を 加 え る と 電 子 が 多 い ｎ 型 半 導 体 と な る よ う
に 、 ど ち ら も 加 え る 不 純 物 の 量 に よ っ て 電 流 の 流 れ が 数 桁 よ く な る 性 質 が あ る の で 、 電 流
を 人 口 的 に 制 御 し や す く 、 電 子 素 子 、 光 素 子 に 多 用 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 将 来 、 交 直 流 発 電 機 を 作 る の に 、 半 導 体 発 電 機 で 蓄 電 池 か ら の 電 気 で 電 機 子 を 回 転 さ せ
出 て 来 た 、 う ず 電 流 で 電 機 子 を 回 転 さ せ 出 来 た 電 気 を 蓄 電 池 に 蓄 え こ の 電 気 で 車 、 船 、 電
車 、 動 く 物 の 原 動 機 と す る の に 、 電 極 ＋ 側 に 半 導 体 を 設 け 、 い つ も 磁 界 の 変 化 を 感 じ さ せ
、 う ず 電 流 で 電 気 を 作 る か ら 危 険 カ ー ブ 等 の 制 御 が 容 易 に な っ た 。
回 転 磁 界 の 中 に 銅 版 （ 電 機 子 ） を 置 け ば 、 う ず 電 流 が 出 来 て 、 電 極 と 磁 界 の あ い だ に 力 が
は た ら き ま す 。 こ の と き 銅 版 を 回 転 し や す し て お け ば 銅 版 は 、 回 転 磁 界 の 速 さ と 同 じ に
な る と 、 電 機 子 は 磁 界 の 変 化 を 感 じ な く な り 、 磁 界 の 変 化 が な け れ ば 、 う ず 電 流 は 流 れ な
く な り 、 回 転 力 は な く な り ま す 。 し か し 、 電 機 子 の 回 転 が 遅 く な っ て く る と 、 磁 界 の 変 化
を 感 じ る よ う に な り 、 ま た 回 転 力 が で て き ま す 、 同 道 巡 り が 続 く 。
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